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１． 研究の背景 
沖縄県において、赤土流出は最も重要な環境

問題の一つである。これまでさまざまな赤土流

出防止対策が実施されてきたが、抜本的解決に

は至らず、未だに大きな問題としてクローズア

ップされている。そこで我々は新しい試みとし

て圃場下流端にウッドチップを充填させた浸透

トレンチで表面流出水を地中に浸透させ、圃場

外への表面流出量を減少させることによる赤土

流出防止対策を検討している。 
表面流出水を地中に浸透させる場合に問題と

なるのは、浸透トレンチ内の水位である。たと

えば水位が主要根群域に長時間達する場合、湿

害の影響が懸念される。さらに湛水位の把握は、

対象面積および溝容量の決定に関係する重要な

要素の一つである。そのため浸透トレンチによ

る赤土流出防止対策を実施するためには、溝内

の湛水位の時間変動を予測することが求められ

る。しかし水位変動の増水部分というのは降雨

強度によって変化し、必要となってくるのは時

間による減水位の変動である。 
そこで本研究では、浸透トレンチ内の水位の

時間変動をシミュレーションするための貯留型

モデルの構築を行った。 
 

２． 調査圃場および観測 
1） 調査圃場の概要 
調査は長さ 18m、幅 2mの斜面圃場で行っ
た(Fig.1)。圃場の土壌は表面から 40cmまで
が国頭マージ、40cm 以深がジャーガルとな

っている。圃場末端から 1.85m の部分に幅

0.6ｍ、深さ 1mの溝を掘り、ウッドチップを
充填した。使用したウッドチップの原料は大

学構内で生じた台風による倒木や枝打ちした

廃木や間伐材である。充填状況とは常に地表

面と同じ高さになるように管理した。 

 
2） 観測項目および方法 
 観測した項目は圃場の雨量と浸透トレンチ

の水位である。雨量は圃場に設置した雨量計

の 10 分雨量である。水位は浸透トレンチ内
にウッドチップを充填させた際に設けた有孔

塩ビ管内の値で 1時間ごとに測定した。 
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Fig.1 Summary of experiment farm 

 



３． モデルの概要 
本研究では 2列の貯留型モデルによって計算
を行った。Fig.2 はモデルの概要を表したもの
である。圃場部分の面積(Fig.1参照)は浸透トレ
ンチまでとし 31m2、浸透トレンチ部分は 1.3m2

とし深さはどちらも 1.0ｍとして計算を行った。
計算順序は以下の通りである。 
まず降雨 R を斜面圃場の部分で表面流出 Of

と浸透流 Ifの二つに分け、表面流出 Ofは降雨 R
から浸透流 Ifを引いたものとした。浸透流 Ifは

流出孔係数αs と圃場内の水位 hs を掛けた Qs

として排水される。 
次に表面流出 Of は浸透トレンチへと流れて

いく。そこで ht-1に表面流出 Ofを足し、流出孔

係数αtと圃場内の水位htを掛けたQtを引いた

ものを浸透トレンチ内の水位 htとした。また水

位 htを求める中で、浸透トレンチに充填されて

いるウッドチップの影響を考慮しウッドチップ

の空隙率を用いてシミュレーションしている。 
４． 結果および考察 
貯留型モデルを用いてシミュレーションした

結果および観測により測定した実測値をプロッ

トしたものが Fig.4である。増水位は午前 2時
まで追跡しきれていない部分があるが、シミュ

レーションによる減水位と実測値では大きな違

いはなく、水位の変動をおおむね追跡できてい

ることがわかる。また主要根群域にある水位も

およそ 2時間で減水したことがわかる。 
５． まとめと今後の課題 
 今回の降雨イベントに関する減水位曲線の

シミュレーションによる再現が貯留型モデルに

よってできた。またこの圃場の透水性では、減

水開始 2時間後に水位が主要根群域以下になっ
たことがわかった。よって今回のような透水性

を持つ圃場の場合、表面流出水を貯留し地下に

浸透させることが可能であることがわかった。 
 だが今回のシミュレーションに用いた水位デ

ータが 1時間ごとと雨量データに比べて測定幅
が大きい。そのためなんらかの部分で影響を受

ける可能性がでてくるかもしれないので、測定

幅を狭めて水位の測定をする必要性がある。  
また今回のシミュレーションでは同定期間

のみとなっており、他の降雨イベントでこの

シミュレーションを検証していく必要がある。

今後、様々な降雨イベントによって発生する

減水状況に対して適用できるかを検証してい

く。 

Fig.2 Summary of simulation model 

Fig.4 Result of simulation 
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Fig.3 Hourly precipitation on 2006/5/26 


